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                            会長 佐薙 敬一 

 2024 年は能登半島地震という大きな災害で幕が開けました。被災された皆さんが不

自由な毎日を過ごされている様子を目にして、何かできる事がないか考えている方は

多いと思います。時間や費用がかかってもインフラや建物の様に目に見えるものはそ

れなりに復旧できると思いますが、”暮らし”、”コミュニティー”を取り戻すには人のつ

ながりが欠かせないものと考えます。不自由な中でも被災した人たち同士が支え合い

助け合う姿、全国各地・国の内外から寄せられる数々の支援を目にすると、取り戻す素地は失われていな

いと感じます。FFも“コミュニティー”の一つですが、少し前には母体が存続の危機と言われた時期があ

りました。しかし危機は脱することが出来、回復基調にあります。大きな要因の一つはメンバー及び夫々

のクラブがつながりを保ち、支え合う事によるものだと考えます。大阪クラブもコロナ禍で 3年間活動を

制約されましたが、昨年は受け入れ、渡航、40周年記念行事を行い、底力を発揮しました。今年は定番の

活動だけでなく、内外の変化、課題に対応出来るように皆さんと共にチャレンジしたいと考えています。 

 

 

 

２０２４年度の総会と新年会が、１月２１日(日)、大阪梅田の四季自然喰処「たちばな」で会員２５名が出

席し開催されました。冒頭、元日に発生した能登半島大震災の犠牲者の冥福を祈って黙祷、その後議長に山

田多津美さんを選び審議に入りました。 

まず１号議案として、前年度の活動報告、会計報告、監査報告が審議され承認された後、２号議案として

1０名(顧問含む)の委員の継続就任が承認されました。(旧委員 3 名は退任) 

３号議案では、4 月のアメリカ・EWNI(スポケーン市)の受け入れ、秋に予定している台湾・新竹クラブへ

の渡航を含む 2024 年度活動計画や予算案などが審議され、承認されました。 

続いて事務局から、大阪クラブ年会費と FFI 年会費について説明があり、FFI 年会費の相次ぐ値上げ(本

年から＄３０)と急激な円安により大阪クラブの一般会計は均衡がとれない状態になっていること、このため、

２０２５年度へ向け、クラブ年会費の値上げ及び徴収方法(FFI 年会費との分離等)の変更も含めて、今後委

員会で協議していくとの方針が示されました。   下の写真は総会出席者の皆さん 

佐薙会長 

変化や課題に共にチャレンジ

2024 年度 総会・新年会 
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長引いたコロナ禍で、総会を新年会と合わせ開催するのは２０２０年以来４年振り。久しぶりの新年会は

大いに盛り上がり楽しい話はいつまでも尽きぬようでした。 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

新年会風景 

 

 

 

役職    氏名     役割 

 会長   佐薙 敬一  統括 

 副会長  岩田 幸子  催事業務 

 副会長  山田 多津美 広報業務 

 事務局長 金山 忠夫  事務局業務 

 会計   菅原 誠子  会計業務 

 委員   長谷部 純子 催事業務 

 委員   西田 直美  広報業務 

 委員   南山 市子  催事業務 

 委員   岡田 哲也  広報業務 

 

 顧問   池田 政綱 

 会計監査 長谷部 純子 

 

 

 

2016年に入会、2018年から６年間委員を務めさせていただきました。 最初は何もわから 

ないのにできるかなと思っていましたが、委員になったからこそ FF活動の理解が深まる 

ことに気がつきました。         

受け入れ行事やコロナ禍でのクラブ内交流、国内交流そして昨年行った中部ブロック 

会議、40周年記念行事等の運営に関わったことで自分が成長させられ良い仲間を作ることができま

した。皆さん、ありがとうございました。         今井 綾                

 

2020年に入会した年から、 コロナが流行しはじめました。翌年から役員に就任させて 

いただきましたが、役員会もリモート参加で、各種の行事にも参加できないまま３年間 

が過ぎてしまいました。ニュースレターの編集で、行事などの写真や記事を見るのが楽し 

かったです。十分な活動ができずに申し訳ありませんでした。   大月 弘義                                   
             

わずか２年の委員会活動で体力・能力の限界を感じ退任させていただきました。 

委員会では会長、副会長、事務局の方々の準備等に助けて頂きました。国内交流や中部 

ブロック会議を担当させて頂きましたが、参加された方が楽しまれたようでホットしまし 

た。下調べでは委員以外の方のご協力の下、楽しみながら進められたのも良い思い出で 

す。ありがとうございました。                和多田 美津子 

２０２４年度委員会メンバー紹介 

長谷部 菅原 菅原 長谷部 

岡田 池田 南山 

 
西田 

金山 

山田 佐薙 岩田 

 

退任委員挨拶 
 

西田 
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昨年は 40 周年記念行事、中部ブロック会議の主催もあり盛り沢山でした。今年も受入れ、渡航を初

め様々な活動を計画しています。活動計画は総会資料の通りですが、幾つかご紹介します。 

４月 2～8日、アメリカ・Eastern Washington Northern Idaho(ＥＷＮＩ)クラブ受入れ 

アメリカ・ＥＷＮIクラブのアンバサダー11名を受け入れます。大阪クラブと交流のあと広島を訪問

し、その後静岡クラブと交流されます。 

ＨＣは初めての西田さんが担当。来日前に Zoomによる事前打ち合わせも予定しています。 

6月(日未定)、中部ブロック会議 静岡クラブ主催 

10月 19日、日本大会 東京クラブ主催 

11月(未確定)、台湾・新竹クラブ渡航 

アジア地域への渡航は 2015 年のタイ・ランプーン渡航以来です。日程や交流計画など詳細は検討中

です。ＡＣは初めての山田さんが担当。 

 

 

 

 

2020年初頭からコロナ禍が世界に蔓延し、その年の年末に改革の方向性が示された。その改革の柱と

してポータルサイトmyFFが構築された。 その後も改革は勧められ、いくつかの施策が導入されている。

私たちが対応を求められているものについて上げてみる。 

1. myFF 

大阪クラブの殆どの会員は登録を済ませているが、日常的に活用されているかとなるとまだまだ 

であり、検討の余地がある。 

2. 財務状況改善 

パンデミックによる規制が緩和され、渡航や受入れが再開された事、FFIメンバーフィーの改訂 

などによって改善傾向にあると理解している。クラブにとっては送金方法の変更を含めて対応を 

求められている。 

3. 個人会員制度の導入 

世界では 150名程が個人会員として入会している様であるが、クラブにとっては先ず理解を 

深め、対応を検討する必要がある。 

４.2024-2026戦略プラン   ＦＦＩにて検討中。近々発表される予定。 

 

 

 

 

      受け入れスケジュール 

 ４月２日(火)  大阪到着(関空及び新幹線) 

 ４月３日(水)  フリーデイ 

 ４月４日(木)  京都ツアー 

 ４月５日(金)  フリーデイ 

 ４月６日(土)  地域交流デイ 

 ４月７日(日)  フェアウェルバーティ 

 ４月８日(月)  広島へ移動 

 

２０２４年の取り組み 

FFIの取り組み 

アメリカ、EWNIクラブ受け入れ 
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4月 2日から、いよいよ EWNI（Eastern Washington Northern Idaho）クラブから 11名のアンバサダ

ーが来日され、受け入れがはじまります。EWNIクラブのあるアメリカのスポケーンは 1983年の大阪ク

ラブ記念すべき第 1 回目の渡航先でもあり、実に 40 年ぶりの交流となります。アンバサダーは 7 日ま

で様々な行事に参加される予定です。ぜひ、皆さんもご参加いただいて親睦を深めていただきたいと思

います。上記スケジュールを参考に各行事にお申込みいただけると幸いです。その他に公式行事ではご

ざいませんが、4月 8 日から 1泊で広島に行かれるアンバサダーの同行交流に興味のある方がいらっし

ゃいましたら、ＨＣ西田までメール又は電話でご連絡ください。詳しい予定をご案内いたします。アン

バサダーの方々と１泊２日の広島旅行一緒にわいわいと楽しみませんか。こちらは事前にホテル等の予

約が必要になりますので、3月 3日までの募集とさせていただきます。         HC西田直美 

Eメール：yabuyomo@yahoo.co.jp 

電話：090-6822-6386 

 

 

 

今年大阪クラブは台湾新竹クラブへ渡航します。新竹は台北から台湾高速鉄路で半時間の西海岸に位

置しますが、大都市台北と比べてゆったりとした時間が流れる台湾北部で最も古い都市で、歴史的な

街並みを残す老街など印象的な風景に溢れています。都市部にはサイエンスパークがあり、科学と技

術の中心地へと急成長中です。一方、周辺には風光明媚な湖や山 

々に多くの景勝地があります。新竹クラブは 2013年台湾で 4番目 

に設立されました。これまでに奈良クラブや熊本クラブなどいく 

つかの日本のクラブの受け入れをし、東京クラブなどに渡航経験のある日本の

ラブに渡航経験もあり日本のクラブと活発 

に交流しています。大阪から台湾までは 3 

時間半ですし、台湾渡航のベストシーズン 

11月に新竹を訪れ、その後オプションツ 

アーも計画中です。また最大 16名のアンバサダーを受け入れてくださるので、

コロナでしばらく海外渡航を躊躇されていた会員の皆さんもこの機会に楽しい

ホームステイを一緒に経験しませんか？ 

4月ごろアンバサダーの募集をします。多くの会員の参加をお待ちしています。    

                                    AC山田多津美 

 

 

 

 

 

 

自身のホームステイ経験から子どもを通じての外国人生徒の受け入れまで、 

以前から、国際交流に興味がありました。しかし、コロナ禍もあって、 

ここしばらく籠りがちな生活に。でも、また外の世界を見たくなりました。 

人が好き、旅が好き！これからどんな新しい出会いがあるのか、とても 

楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 花粉症の方にとってはいやな季節の到来です。

しかしこれも春の躍動の一部として捉え、万全 

の対策をした上で、積極的に活動のギアを上げる

のも春を迎える姿勢の一つかも知れません。 

                  T.O 

編集発行 フレンドシップフォース 大阪クラブ 
発行日   ２０２４年 ２月１５日 第７５号 
事務局   〒573-0032 枚方市岡東町 1-10 
金山忠夫 kanayama573@gaia.eonet.ne.jp 
ホームページ担当 西田 直美 

http://ffosaka.pro.tok2.com/ 
編集人 佐薙、金山、山田、西田、岡田 

 

台湾、新竹クラブ渡航 
 

新入会員紹介 
 

 三枝 恵子さん 


